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東・北及び西側は標高 1400m から 1700m の御坂
山地の山々に囲まれており、南西側の一部は標高
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OW4）、勝山（OW5, OW6）地区でそれぞれ 2 か所
ずつ計 6 か所である。採水調査は、2014 年 8 月 5 日、









製ポータブル pH 計 HM-14P、電気伝導度：東亜電
波工業（株）製ポータブル電気伝導率計 CM-14P、





要溶存化学成分（F－, Cl－, NO2－, Br－, NO3－, PO43－, 
SO42 － , Li+, Na+, NH4+, K+, Mg2+, Ca2+）、微量元素








δsample(‰ )= [(Rsample － RVSMOW)/RVSMOW] × 1000
ここで R は、D/H（水素）及び 18O/16O（酸素）である。
水の水素・酸素安定同位体比測定のスタンダードは






した水試料 9ml にイットリウム（89Y）100µg/L を
含む硝酸 1ml 添加したものを測定用試料とし、山梨
県富士山科学研究所の誘導結合プラズマ質量分析計





果を示した。pH は、2014 年 10 月 24 日に採取し
た OW1、OW2、OW3 でやや高く（pH ＞ 8)、弱ア
ルカリ性を示したが、2014 年 8 月 5 日採取の OW4
及び 2015 年 10 月 28 日採取の OW5、OW7 では
ほぼ中性（pH = 7.1 から 7.4）の値が得られた。電
気伝導度は、概ね 150µS/cm から 165µS/cm の範
囲にあったが、OW2 でやや低い値（123.4 µS/cm）
が得られた。また DO は 4.87mg/l から 9.21mg/l, 







勝山地区の井戸（OW3, OW4, OW5, OW6）ではや
や高くなる傾向が見られた。F －は、OW2 で最も高

























































































OW1 や勝山地区の OW5、OW6 の各井戸では、安
定同位体比が他の井戸に比べ高く、その回帰直線は、
















地下水の d 値（d = δD － 8δ18O ）が 13.3 から

































岸の地下水中の Cl －濃度は、Na+ 濃度とよい正の相
関を示し（r = 0.96, p ＜ 0.05）、河口湖南岸～南西
岸の古井戸（OW4, OW5, OW6）で増加する傾向に
あった（図 4）。河口湖の湖岸に近い古井戸（OW1, 
OW2, OW3） の Cl － /Na+ 比 は、0.30 か ら 0.34 と
河口湖湖水に近い値（0.44）を示したが、OW4、 
OW5、OW6 の Cl － /Na+ 比 は 1.60（ 図 4） と、 日





め、OW4、OW5、OW6 の地下水中の Cl －イオンが
自然起源であるとは考え難い。このことは、富士山
周辺の地下水中の Cl － /Na+ 比が 0.20 と低い値を示
すことからも支持される（山梨県環境科学研究所，
2004b）。













地下水中の Mg2+、Ca2+ 濃度は、Cl －濃度とよい正の













中の NO3 －濃度（0.4 mg/L ～ 1.1mg/L；山梨県環
境科学研究所，2004b）と同等であった。一方、河
口湖南部～南西部の OW3、OW4、OW5 の井戸で





南岸の地下水中では、NO3 －は K+ と有意な相関を示
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